




流れていた時期(北川の氾濫した時期)が2号墳の造

られた 5世紀末以降ということができる。

木の箱が出土した池跡、や後に井戸が造られた池跡な

ど、池状の遺構が6基確認されているが、これらはい

ずれも近世の後半から近代にかけての胸磁器や牛の骨

などが出土している。 SE1やSE2は木製の梯(直

径 1~1. 5m程度)を逆さに積み上げて井戸枠に転用し

たものであるが、 SE 1は池状の遺構の中に井戸枠を

2段以上に構築してあった。天井川の横の土地では、

池を掘ってJlIからの浸透水をj留めることもあるそうな

ので、これもそうしたものの一つであろう l。

4. 2号墳から出ことした器台について

平成10年度に調査された方墳は号墳)から須恵、器

の器台が出土している。この吉墳は、昭和61年度に行

われた発掘調査で北半分が検出されていたものである。

器台は、東周濠の北端(平成10年度調査と昭和61年度

識査の境目)から出土し、周濠の内側(マウンド側)

へもたれかかったような状態で発見された。

出土した器台は、いわゆる筒型器台と呼ばれるもの

に類似している。水平に伸びた後「ハjの字状に開く

台形の脚台部から円筒形の筒状部が伸び、受け部に至

ってラッパ状に開くもので、高さ39.5crn、脚部底径17.9

crn、筒状部径6.8crn、受け部径15.8crnを測る。

脚部は、中央に上下を削りこんで突密状に見せる相

対的突帯が 1条巡る。突帯の上部には長方形の透しが

3方に見られるが、下部は残存率が悪く透かし等の確

認はできなかった。脚部と筒状部の境は、突帯状の段

が 1条巡る。

筒状部にはランダムに111閣の円形透しが施されてい

る。相対的突帯は 2条で、 3つの文様帯を形成してい

る。文様帯は上から 3条 1組の櫛描車線文 3条と 9条

1組の櫛描き波状文 2条、 11条 (4: 3 : 4か?)の

櫛描産線文が施され、一番下は無文であった。筒状部

と受け部の境には、相対的突帯を作り出した沈線(深

い削り込み)が 1条巡る。

受け部には 1条の相対的突帯が施される。その上下

には、上には 8条 1組、下には 9条 1組の櫛描き波状

文が見られる。

一般的な筒型器台との差異は、筒状部から受け部に

至るところでラッパ状に外皮することで、一般的な筒

型器台が受け部と筒状部との境で一度すぼんで大きく

外へ開いたり、明確な角度を持って外へ開く、いわゆ

る受け毘状を呈しているのと対称を成している。ただ、

受け部と筒状部との境は 1条の沈線で意識させている

ようである。また、筒状部に穿たれた円孔もあまり例

の無いものであろう。

脚部においては、台形の肩にあたる部分には突帯状
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のもの以外は飾りがなく、人物や動物のミニチュアを

並べる一般的な筒型器台と形態を異にしている。

器台の色調は淡灰褐色を呈し、須恵器としては焼成

の悪いものである。

この器台は、その特異な形態から恐らく滋賀県内で

は出土例が見られないものと考えられ、全国の類例を

探してみたところ、群馬県前橋市の前二子古墳2や和歌

山県和歌山市の楠見遺跡3からやや類似した形態の器台

の出土が確認できる程度であった。しかし、前二子古

墳例は受け部が能状部から明確な角度を持って伸びて

いることや、筒状部に方形透しをもち、脚部との境に

蛇や亀、鳥などのミニチュアの動物がを並べられてい

ることなど、本側とは異なる。また橋見遺跡、例も筒状

部を欠くものの、受け部の状況から筒状部との角度は

かなりあったものと考えられる。脚部も明確な台形状

にはならず、緩やかなカーブを描きその屑には粘土帯

による装飾が施されている。

間外に目を転じみれば、韓国の伝慶州郡出土資料に

古新経時代の比較的類似した器台(盤形培台)が発見

されている4。写真 (372ページ1314の土器)でしか確認

できないが、箭状音防ミら受け部にかけての形態がよく

似ている。筒状部には 3条の沈線(突替?)状のもの

を巡らせて文様帝を意識しているようであるが文様や

透し孔などは見られないようである。脚部は下方に丸

く湾曲し、中央の突帯状の上下には方形の透し子しが穿

たれている。筒状部との境には突帯状の文様は見られ

ない。

以上のように、御倉遺跡出土例と比べると、ある部

分は似ていても全体としてはそれほど類似していると

は言えないものばかりである。現在のところ、韓国の

盤形柑台と呼ばれる器台が本例に最も近いと言える。

(三宅弘)
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290. 大津市青江遺跡採集の製錬津

し はじめに

小稿は、大津市青江遺跡内で採集された製錬浮の紹

介である。今回紹介する地点で製錬浮の散布を最初に

確認されたのは、 1974年に湖南地域の製鉄遺跡の分布

調査成果を発表①されて以来、長年瀬田丘陵を中心に、

滋賀県内の製鉄遺跡の分布調査を地道に続けておられ

る千歳則雄氏である。小稿では、千歳氏のご厚意によ

り、製錬浮の紹介を行うとともに、その製錬浮から考

えられる幾つかの状況について、若干の推論を行うこ

ととしたい。

2.製錬j宰採集地点の概嬰

青江遺跡は大津市神領二丁目に所在し、瀬田丘陵北

斜面に位置する。近隣の三大寺付近には、奈良・平安

時代に営まれた近江国庁跡が所在し、青江遺跡、では近

江間庁跡が機能していた時期と同時期の瓦類が出土し

ていたことから、以前より相互の関係が注目されてい

た。平成11年度に近江商庁跡の中内から荷に約400mに

位置する場所で、大津市教育委員会による発掘調査が

行われ、近江田庁跡の遺構と同時期に当たる奈良時代

後半から平安時代初めの区画溝や建物跡が検出され、

飛雲文をもっ軒先瓦や須恵、器などが出土し、近江悶庁

跡との関連および青江遺跡、の性格が俄然注目されると

ころとなってきている①。

今回紹介する製錬津は、平成11年度に大津市教育委

員会によって行われた調査地より南西約50mのところ

で採集されたものである。採集地点は、瀬田丘陵から

続く南東から北西に舌状に延びる丘綾の尾根から、南

西に下りてくる丘陵裾部に位置し、高橋JIIの省岸、奥

村稲荷大明神前の高橋JIIに架かる橋(みすぎばし)を

渡ったところにある四つの鳥居付近である。鳥居付近

では、地表面が降雨時の水流による削平を受けており、

主に削平を受けている部分で製錬浮の堆積を確認する

ことができる口この製錬i宰堆積状況の観察からは、こ

れら製錬i宰は水流によって上方から流れ込んだのでは

なく、製鉄操業時の堆積状況をそのまま残しているも

のと判断できる。このような状況から、製錬i宰のよ住積
層は覆土によって摩く覆われている可能性が高く、現

地表面観察のみからだけでは製鉄炉の位置を確定する

ことは困難である。なお、現在高橋JIIに架かる橋(み

すぎばし)は、昭和38年に竣工されたものであること

が橋の標識の記述から判る。

3幽採集製錬j宰について

採集した製錬i宰については、写真 1で示した。全点

ともに、色調は地の部分で黒褐色、上面の一部は急冷

によるため、うぐいす色を呈している。上国は援やか
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間1 膏江遺跡製錬津採集地点と近江国庁跡(註③)

な流動状で、下面も微細な出凸をもちながらも全体的

には流動状で、 11屈2cm前後の綴密な流動i幸が重複した

ものと推定される。破屈の気孔は横に長くのび比較的

大きいため、流動していたと考えられる。 以上の諸特

徴から、採集した製錬待は、炉外に流れ出した浮であ

る炉外流出浮であると判断される④。

鳥居周辺で表面観察できた製錬浮についても、その

大多数が写真 1で示した資料とほぼ同様の諸特徴を兼

ね備えている。このことから、鳥居周辺で表面観察さ

れる製錬浮は、その大多数が炉外流出浮であると言っ

てよい。




